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今回は 3′4号合併号です.ご承知のことと思いますが,

黄色い表紙の魚類学雑誌も本号が最後となります。来年

からは大きく装いをかえた英文誌 “Ichthy01ogical Rc―

search"(年 4回 ;2,5,8,11月 発行)と 和文誌 “魚類学雑

誌"(年 2回 ;5,11月 発行)(両方ともA4変形版です)

がお手元に届くことになります.新雑誌の表紙は,落ち

ついたアースカラーを基調に水色の魚のシルエットを活

かした斬新なものです.従来のジャーナルの表紙とはあ

まりにも異なるため,最初は違和感をもつかもしれませ

んが,前評判はなかなかのものです。

新雑誌への移行に伴い “原稿作成上の注意"が若干変

更されました.大 きな変更はありませんが,新たにキー

ヮードの欄をもうけました.投稿の前に投稿規定と原稿

作成上の注意をよくお読みくださるようお願いいたしま

す.                     (MM)

団体会員

神奈川県水産総合研究所相模湾試験場

〒250小 田原市早川 1-2-1

π讐(0465)23-8531 FAX(0465)23-8532

退  会

個人会員

Ray S.Birdsong,奥谷喬司,自井敏彦,Gordon Ro Willi―

英文原稿を書く場合には,英語を母語とする外国人に

校閲してもらうことをお勧めします.それぞれの分野に

応じて校閲を依頼する相手は変わってきますが,遠慮せ

ずに手紙を書いて校閲を頼むとよいでしょう.

心当たりの専門家がいない場合には魚類学雑誌の原稿

を校閲しているDr.Graham So Hardyに 頼めば引き受け

てくれます.英文原稿 1枚 につき 1,000円 という破格の

料金でみてくれます.彼の連絡先は下記のとおりです。

I)r.GrahaI1l S.Hardy

P。 ()。 Box 721

Thaines

New Zealand

Fax:64(I玉l卑彗|→署
°)-7-868-2992

本来,英文の表現は著者がきちんと整えて出すべきも

のです.編集委員やレフリーは原稿の内容を中心に校閲

します.も ちろん,表現についても助言をしますが,そ

れをあてにして原稿を作成するのは建設的な態度とは言

えません.編集委員もレフリーも魚類学雑誌の内容向上

のために努力していますが,皆さん忙しいのはお互い様

です。なるべく負担をかけないよう投稿前に表現を整え

るように努力して下さるようお願いします。  (KM)
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